
参観・懇談、ありがとうございました。
６月１３日（金）の参観授業には、多くの保護

者の方々にご参観いただきありがとうございまし

た。４月当初とはまた違った子どもたちの様子を

見て頂けたのではないかと思っています。1年生は

給食試食会が行われ、給食をおいしくいただいた

後、栄養士の土井先生のお話を聞かせていただき

ました。 

個人懇談会のお知らせ 

 本年度も下記の日程で個人懇談を行います。両

日とも午前中の予定です。詳しい時間等は、担任

より後日お知らせいたします。 

7 月 22 日(火)・23 日(水)  全学年 

「言葉のちから」

先日の保護者参観日の出来事です。

授業参観が終わって、学校の玄関付近には大勢の子どもたちがいました。家の人に授業を見ていただいて、うれし

い気持ちとほっとした気持ちで帰宅する子どもたちの様子はほほえましく感じられました。ふと気付くと、体育館横

のベンチに向かって膝立ちをして何かしている子どもがいます。学級懇談会が終わるのを待っている子どもたちです。

「何をしてるの。」と声をかけたのですが、反応がありません。よく見るとベンチを机代わりにして宿題プリントをし

ているのです。「ああ、おうちの人を待っている間に宿題をしてるのか。えらいなぁ。」といいましたら、子どもたち

が一斉にこちらを見て、「校長先生、びっくりさせやんといてよ。」「叱られるのかと思った。」と言うのです。重ねて

「何してるんって、怒られるのかと思った。」と口々に言います。思いがけない反応にドキリとしました。責めるつも

りで言ったのではないし、何気なく声をかけただけだったのに。しかし、子どもたちは「叱られるかも」と感じたの

です。自分の声のかけ方を大いに反省しました。そして、6 月の人権研修で「ふわふわ言葉とちくちく言葉」のお話
を伺ったことを思い出しました。

声をかけられて、ふんわりとうれしい気持ちになるのがふわふわ言葉。例えば「おはよう」「ありがとう」「助かる

わ」「大丈夫だよ」のように、人を幸せにする言葉です。逆に「だめだなぁ」「何回言ったらわかるの」「うざい」「め

んどうだな」のように、ハッとする悪い言葉がちくちく言葉。言われた人が嫌な気持ちになるだけではなく、言って

しまった人もいつしか傷ついてしまう言葉です。言葉は「言霊（ことだま）」といわれるように不思議な力があるとい

いますが、ふわふわ言葉はよいことを招き、ちくちく言葉は嫌なことやよくないことを引き寄せてしまうかもしれま

せん。何よりも言っている人の心のありようが全く異なっているはずです。また、伝えようとすることは同じでも、

言葉の選び方や言い方で伝わり方が違ってしまいます。

広瀬小学校の中にもできるだけふわふわ言葉が増えるとよいなと思います。学校だけでなく、ご家庭や地域での言

語環境が子どもたちの心の成長に大きくかかわることは間違いありません。穏やかで気持ちのよい毎日が過ごせるよ

うに、子どもも大人もお互いに気をつけあいたいと思います。

学校長 酒井 千佳
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下校時刻の変更について 
学校行事に伴い、下校時刻が変更になります。

ご都合もあるかと思いますが、よろしくお願いい

たします。 

7 月 2日(水) ひまわり学級 5 限終了後下校 

   他の児童   1：30 頃下校 

7 月 18 日(金) 全学年    11:30 頃下校 

学校前の道路について 
 毎日の登下校に合わせ、７:３０～8：３０と、

１４:３０～１５:３０の時間帯は、車両は通行す

ることができません。都合で送り迎え等が必要な

場合もあるかと思いますが、十分注意していただ

けるようお願いいたします。 


